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死の訪れを持たずして葬られたBrowning
の登場人物たち
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manhasbeen s`corned'-s`etaside'infavourof t`heother'whom she
married.Hehasgoneon,ratheridioticalylovingandhopingthatthe
husbandwildieand E`dith'wilthenturntohim,insteadofwhich
Edithhasdiedanditisnow･toolate･."⑩
Ⅹ
AndaliveIshalkeepandlong,youwilsee!
Iknewaman,waskickedlikeadog
Fromguttertocesspool;whatcaredhe
Solongashepickedfromthefilthhisprog?
Hesawyouth,bealtyandgeniusdie,
Andjolilylivedtohishlndredthyear.
BltIwillliveotherwise:noneofsuchlife!
AtoncelbeginasImeantoend.
Goonwiththeworld,getgoldinitsstrife,
Giveyourspousetheslipandbetrayyourfriend!
Therearetwowhodecline,awomanandI,
Andenjoyourdeathinthedarknesshere.
⑬ HenryCharlesDufin;Amphibian,AReconsideT･ationofBT10Wning
(Bowes&Bowes,London,1956)pp.105-106.
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(l. 109-120)
今や誰のものでもなくなったあなたの霊と共に僕の宝は生き続けて行くでしょ
う,ごらんのように!僕は1人の男のことを思い出す｡彼は道路の溝から,汚
ない下水溜の辺りまで,まるで犬のように蹴り飛ばされていた｡しかし彼はそ
の汚物の中から何か食べ物を拾い上げることが出来さえすれば,それで平気で
無頓着だった｡彼は青年が,美人が,天才が死んで行くのをみた｡ しかし愉快
に陽気に百歳まで生きながらえていた｡だが,僕はそんな生き方はしない｡そ
んな人生をおくるものか !僕はあなたと共に,あなたの夫である配偶者に背き
命のあらん限りこの絶望の暗がりの中にあっても霊的な交わりをもってたのし
く,この世を送りたいのです｡
以上のように述べ終えてからも,優柔不断で彼の心の真実を生前の彼女に伝
え得なかった男は,次のように又綿々と亡き恋人の面影を追う｡
ⅩⅠ
Ilikedthatwayyouhadwithyourcurls
Woundtoabalinanetbehind:
Yourcheekwaschasteasaquaker-girl'S,
Andyourmouth-therewasnever,tomymind,
Suchafunnymouth,foritwouldnotshut;
Andthedentedchintoo-whatachin!
TherewerecertainwayswhenyolSpoke,somewords
Thatyouknowyounevercouldpronounce:
Youwerethin,however;likeabird's
Yourhandseemed-somewouldsay,thepounce
Ofascaly-rootedhawk-alblt!
Theworldwasrightwhenitcaledyouthin.
(ll. 121-132)
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僕はあなたがあなたの長いカール (巻き毛)を頭の後ろにくるくるポールの
様に束ねて, ネットを掛けてまとめているのが好きでした｡あなたの頬は厳
粛なクェーカ派の娘のそれのように純潔そのものでした｡けれどあなたの口は
- 今までに見た記憶がない程,ほんとにおかしな口だった｡それはきっちり
閉まることの出来ない口だった｡それから窪みのあるあの顎- 何という変な
顎だったろう!あなたの話し振りには何かある癖があり･ました｡あなたが自分
で気付いていたように,ある言葉がどうしても発音出来なかった｡しかもあな
たはやせていた｡あなたの手は小鳥のそれのようにしか見えなかった｡ある人
達は,それをうろこのようになっている鷹の足の爪のようだ,と言っていた｡
世間の者共はあなたをやせていると言ったが,まさにそのとおりであった｡
この語り手が熱愛していた,しかも今は亡きひとである彼女に話しかける,
正直な堂々とした言葉には,我々の心を動かすものがある｡彼が赤裸々に措く
Edithは,決して外面的にはどう品目にみても,美人の列に加えられるような
女性ではなかったらしい｡むしろ欠点だらけの容貌と風采の持ち主だったこと
は否めない｡しかし彼女にはそれらの短所を持ってしてもなお,この語り手の
心を奪い,愛せずにはいられなくする何かを備え持っていたのである｡それは
言葉では簡単に説明しつくせぬ,内面的な魅力に外ならないと思う｡
且Orrもこの点を指摘し,次の様に解説する｡ ‥` Edith'wasnotconsid-
eredabeauty.Shewasnotoneeveninherlover'seyes.Thisfact,and
themannerinwhichheshowsit,giveacharacteristicforcetothesitu-
ation"⑳Berdoeは男が恋人の外面よりもその soulに対 して抱いていた限
りなく深い愛情を高く評価して,次の賛辞を送る｡
"Shewasnothandsome,-nobodysaidthat.Shehadfeatureswhich
noartistwouldselectforamodel;butshewashislife,andevennow
thatsheisdeadhewilbeherslavewhilehissoulendures.Thepoemis
O SutherlandOrr;ibid.,p.237.
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fulofconcentratedemotion,andistheexpressionofastrongman's
lifepassionforawoman'ssoul;apassionunaloyedbyanygrossaffec-
tion;suchaloveofonesoulforanothercongenialsoulasprovesthat
manismorethanmatter,"㊨
Kenmareは1.125-132を引用して,
Brownigg)描写力について以下の如く言及する"-thereisinTooLatea
descriptionofthewomanwhichinitsbarecoloquialism andquaint
imageryhasaverymodernring:-･Initscompletedivorcefrom thech-
aracteristicsofhisage,Browmlng･sstyleisinfactunlque.,I㊨
ⅩⅡ
ButIturnmybackontheworld:Ⅰtake
Yourhand,andkneel,andlaytomylips.
Bidmelive,Edith!Letmeslake
Thirstatyourpresence!Fearnoslips:
'Tisyourslaveshalpay,whilehissoulendures,
Fuldue,love'Swholedebt,summuTnJuS.
Myqueenshalhavehighobservance,planned
Courtshipmadeperfect,noleastline
Crossedwithoutwarrant.Thereyoustand,
Warmtoo,andwhitetoo:Wouldthiswine
Hadwashedaloverthatbodyofyours,
EreIdrankit,andyoudownwithit,thus!
(l. 133-144)
僕はこの世に背を向けてひたすらあの世にあるあなたのことを思いっ けゞる｡
僕はひざまずきあなたの手を取り,私の唇にあてましょう｡Edithよ !僕に生
きよ,と命じてはしい｡ あなたの側に居て,僕の喉の渇きを癒させて貰いた
⑳ EdwardBerdoe;TheBrowningCyclopaedia(GeorgeAlen&UnwinLtd_
,I.ondon,1931)p.549
⑳ DalasKenmare;ibld.,p.144.
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いのです｡あなたは金銭に関する伝票のことは少しも恐れることはありません｡
あなたの奴隷である僕が支梯いますから｡僕の霊魂が存続する限り｡当然支嫌
お い め
うべきものを,つまり愛のすべての負債を支抹います｡それが僕のなし得る最
高の正当な行為ですから,O僕の女王であるあなたに最高の敬意と恭順を捧げ,
婦人に対して持つべく定められている丁寧さを厳守しましょう｡どんな小さな
ことでも,正当な理由なしに反対されることはないでしょう｡はら,あなたは
そこに立っている,温かく,そして白く｡僕がこのようにして葡萄酒を飲む前
に,これであなたの髄全体が洗らわれ,あなたがそれを下に置いたものであっ
たら,どんなに幸なことかと思うのです｡
こ でゝ144行にわたる男の独白は終る｡男はこの世にありながらすでにあの
世に移された彼女と,いっのE=こか相まみえ,彼女と共にあり,彼女に奴隷の
如く仕え,彼女を我がものと称えることが出来ると考えるのである｡これはい
かにもロマンテイクな発想であるが,これは夢の又夢的な自己慰めにしかすぎ
ない｡表題の如くすべてが遅すぎたのである｡現実を無祝して未来により栽む
世界はない筈である｡彼もBrowningの言う,現実の死の訪れを待たずして葬
られたような登場人物の1人であるといえよう｡
それでもSymonsはこの男の溢れるばかりの愛情の表現を次のようにはめて
いる｡
"Hisvaguebutvividhopesofsomefuturechancetoloveherand
beloved;thedulrebelionofrashlyreasonlngBorrow;theremembrance,
therepentance,theregret;arealpouredoutwithpatheticnaturalness."㊨
(C)Bifurcationについて
F.G.KenyonはIntroductionの中で"Bifurcation"に関して次の様に紹
0ArthurSymons;AnIntroductionToTheStudyo/BT･OWning,(J.M.Dent
&SonsLtd.,London,1923)p.138.
29
介している｡"Averycharacteristiclittlepoem.Inform itremindsone
ofthepalrOfthumb-nailsketches,similarlysummdedupinaslngle
couplet,inTime'sRevenges(VoIII.p.292).Insubstanceitischaracteris-
ticofBrownlngaStakingacommonproblem,aconflictbetweenlove
andduty,andplacingitinalightwhichmakestheconventionalsolu-
tionsquestionable,ifnotfalse.ItilustratesBrownlng'sdelightinappro-
achingasubjectfromanunuslalpointofview.
"㊨
"Bifurcation"は1876年にPacchiarottoandotheT･PoeTnSに掲載発表され
た｡内容は表題の示すとおり,人生の分岐点,即ち愛を取るか,任務を取るか
の分かれ道に立たされた2人の恋人がそれぞれの墓にしるした一種の告白文で
ある｡上記にKenyonが指摘したようにいかにもBrowningらしい奇抜な思い
つきである｡初めの20行が女性の告白であり,次の20行が男性のものである｡
その後に付された終わりの2行が実に見事な結びとなっている｡この詩は前の
2つの詩のようにくわしく解説をせず簡単に要点をまとめることにした｡
Weweretwolovers;二etmeliebyher,
Mytombbesidehertomb.Onhersinscribe-
"Ilovedhim;butmyreasonbadeprefer
Dutytolove,rejectthetempter'sbribe
Ofroseandlilywheneachpathdeverged,
AndeitherImustpacetolife'sfarend
Asloveshouldleadme,or,asdutyurged,
Plodtheworncausewayarm-in-armwithfriend.
(ll. 1-8)
我々2人は恋人同志だった｡だから彼女の側に横たわらせてほしい｡私の墓
を彼女の隣に立て ｡ゝそして彼女の墓に次のように刻んで貰いたい｡｢私は彼
を愛していました｡けれど理性は愛より任務を選ぶように,又誘惑者のばらや
⑳ SirF.G.Kenyon;Vol.9,p.ix"Bifurcation"は同書pp,46-47による｡
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百合の賄賂 (わいろ)を受けないように命じました,2つの分かれ道に至った
時に｡私の生涯の遠い道を愛に導かれて行くか,それとも任務に説得されてそ
れに従うか,2つの中の1つを選ばねばならなかったのです｡｣
かくしてこの女性は愛の道を拒み,彼女に課されたより高き任務を第-と考
えて,その道を歩むことにしたのだった｡しかし彼女の心の奥深くには別な芦
もあった｡
"Butdeepwithinmyheartofheartstherehid
Evertheconfidence,amendsforal,
ThatheavenrepairsWhatwrongearth'sjourneydid,
Whenlovefromlife-longexilecomesatcal.
Dltyandlove,onebroadway,werethebest-
Whodoubts?Butoneorotherwastochoose.
Ichosethedarklinghalf,andwaittherest
lnthatnewworldwherelightanddarknessfuse."
(l.13-20)
私は人生の旅路の中で,何か不幸なま なゝらぬことがあっても,それに耐え
て行けば,天はすべてを償ってくれるという確信を常に心の奥底にかくし持っ
ていました｡殊にあきらめていた愛が再びよみがえった時に,あの世で良きよ
うにすべてがとり図られると｡任務と愛の道が2つに分かれない広い公道があ
れば,それが最高です｡誰がそれを疑うでしょう｡けれど私はどちらか1つ杏
選ばねばならなかった｡私は薄暗がりの人生を選んだ｡そして光と暗黒の融合
する新しい世界で輝やく人生が到来するのを待ち望みました｡
一方男の方も女を愛していた｡そして同じように基にその文字を刻んだ｡
Inscribeonmine-"Ilovedher:love'Stracklay
O'ersandandpebble,asaltravelersknow.
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Dutyledthroughasmilingcountry,gay
Withgreenswardwheretheroseandlilyblow.
'Ourroadsarediuerselfarewel,loue!'saidshe;
'TisdutyIabidebylhomelysward
Andnottherock-roughpictuT･eSqueforme!
Aboue,wheT･ebothroadsjoin,Iwaitreward.
Beyouasconstanttothepathwhereon
Ileaveyouplanted!'Butmanneedsmustmove,
Keepmovlng-Whither,whenthestarisgone
Wherebyhestepssecurenorstraysfromlove?
(l.21-32)
愛の道は彼女のいうようなものでなく,砂や小石のある所で,困難な道であっ
た｡その道を通ったすべての旅人が経験したように｡しかし d`uty'の道はば
らや百合が咲いている田園の芝地の中を通っていた｡｢私たちの道はこ でゝ分
かれますよ｡さようなら愛する人よ｣と彼女は言った｡更に続けて｢私は質素
な芝地である d`uty'の道に従います｡石のごろごろする,生き生きした,見て
たのしい道は私のたどらないものです｡しかしいつの日にか,`love'と d`uty'
が融合するいと高き新天地で,あなたと再会できるのを待っています｡それま
で私があなたを残して来たその愛の道をひたすら歩き続けて下さい｡私も私の
道を忠実に歩き続けますから｡｣と述べた｡しかし,男というものは,じっと
していられるものではない｡常に動き続けるものだ｡-しかも,彼は愛の対象,
愛のみちしるべである屋,つまり彼女に去られてしまったら,彼の愛をどこに
注げばよいというのだろうか｡彼は愛の道からそれ,つまずき始めた｡
NostonebutIwastrippedby,stumbling-block
Butbroughtmetoconfusion.WhereIfell,
ThereIlayflat,ifmossdisguisedtherock,
Thence,ifflintpierced,Iroseandcried'Al'swel!'
(l.33-36)
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この詩の30-36行あたりについて数人からの批評があるので記しておきたい｡
Berdoeは前記30行以下について次のような解説をこ ろゝみている｡
"But,whentheguidingstarisgone,man'sfootsteps
areapttostray,andeverystumbling-blockbrought
himtoconfusion.Andafterhisfalsandflint-
plerClngShewouldriseandcry"Al'swel!"and
struggleon.sincehemustbecontentwithoneof
thehalvesthatmakethewhole."㊨
Duffinは"-thewomangaveuploveforaloveless
duty,whilethemancontinuedtolove,but,since
histruelovehadlostitsobject,hestrayedinto
sinfullove,sometimespleasurable,sometimespain-
ful.Bothbelivedtheafter-lifewouldbringrelief
intheformofanexistenceinwhichloveandduty
couldbecombined,insteadof,ashere,oneexcluding
theother.Shechosedutybypreference,hewasforced
intoalifeof･undutiful･love."⑳と評する｡
DeVaneは簡潔に彼の意見を次のように述べる｡
"-thelivesoftheloversarepresentedintwo
epitaphs;thewomanchosethepathofduty,the
manwasleftinthepathoflove.Ofthetwo,there
seemstoBrownlngnOquestionbutthatthelotof
themanwasharder,andthepoet'ssympathyis
@ EdwardBerdoe;ibid,p.73.
⑳ HenryCharlesDufin･.ibid.,p.108.
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altogetherwithhim."㊨
更にBrowningはDeVaneが以下に指摘するようなことをこ ろゝみていると
思われる｡即ち彼は"-isagaintakingdelightinchalengingtheconventi-
onalsolutionofslChamoralproblem,ashehadchalengedsuchsoluti一
〇nsinTheStatueandtheBust.⑳ DeVaneが言及しているのはこの詩
の最後を飾る2行のことである｡つまり
Inscribeeachtombthus:then,somesageacquaint
Thesimple-whichholdssinner,whichholdssaint!
(ll. 41-42)
と,作者は読者に疑問を投げかけ,1人楽しんでいるようである｡この墓の中の
いずれが罪人であるか,聖人であるか,という問いに対する答えはそう簡単で
はない｡しかしS.Orrは明快に次のように断ずる02人の登場人物の中の女性
の方はなだらかな,安全な道を選んだ｡しかし男性の方のにはstumbling-blocks
が沢山おかれてあった｡ しかも"Love'sguidanceisrefusedhim,andhe
fals.Whichofthesetwohasbeenthesinner:hewhosinnedunwilingly
,orshewhocausedthesin?WefeelthatMr.BrownlngCOndemnsthe
apparentsaint."⑳とのべているo
Berdoeはこの2人の恋人のうち誰れが罪人であり,誰れが聖人であるかを裁
くに当り次の様に論をす めゝた｡もし愛がすべてであり,もしこの世の最高最
善なる愛が我々の最高目的であるならば,その女は罪を犯したことになる｡彼
女は恋人との結婚を拒んで別の道をえらんだから｡しかし,もし彼女が ｢すべ
てをすて ,ゝ吾に従え｣という天よりの召命をうけて任務の方をいさざよく,
心よく選んだのだとすれば,それは聖なる人と言えるだろう｡恋に生きる生活が
必ずしも人生最高の生きる道とばかりは言えない,と彼は言うのである｡更に
⑳と⑳ WiliamClydeDeVane;ibid.,p.359
⑳ SutherlandOrr;ibid.,p.218.
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BerdoeはBrowning自身が幸福な結婚生活をしていたので少しそれを強調しす
ぎたのではないかとものべている｡
最後にBerdoeの意見に続いてDalasKenmareの主張に耳を傾けてみたい｡
詩の中の女主人公はdutyを取るかloveを取るかの決断をせまられた時,彼女は
"Ichosethedarklinghalfandwaittherest/Inthatnewworldwhere
lightanddarknessfuse"と述べていた｡Kenmareはそれに対 して "But
itisconceivable,Browningwouldargue,thatthechoiceofduty,certainly
ifitisfeltas･darklingduty･,isthewrongchoice."⑳と批判している｡
Berdoeも先刻言った如く,心からよろこんでdutyに赴くのでなければSaintの
業とは言われまい｡更にKenmareは来世に於ける幸福とか,来世に於ける購い
とかは全くあてにならないと説く｡"Again,thereislittletobesaidforafaith
inaheavenwhichrepalrSearth'swrongs-Weknownothingofheaven;
Ouronlyintimationofwhatitmightbearethemomentsofperfection
intermittentlyexperiencedonearth;wecannotthereforeassumethatth
elifebeyonddeathwilmakea`mendsforal',-･"それ故に私たちに出
来ることは"Tolivethislife,thelifewedoknow,intenselyandfulyis
thereforetheobvious,andreasonable,`duty',whichmayalsoserveas
Brownigelsewheresuggests,tomakethenextlifemoreintense.I,①と
説明する｡Browningは彼自らが出したこの詩の終わりにある問いに対し,何
ら答えていないが,このKenmareの主張を,何と聞くであらうか｡
終りに
この論文の中で以上3篇の詩を取りあげて解釈をしてみたが相変わらず難解
な所が多く,閉口した｡又これを機会に更に研鏡を積みたいと思っている.
Kenmareが, "-God'swilformanisfulnessoflife.Andloveis
thesurestwaytofulfilment.⑳と述べているが,これに向か,て努力し,勇
@ DalasKenmare;ibid.,p.133.
① DalaKenmare;ibid‥p.133.
@ Dalaskenmare;ibid,p.132
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気をもって実行して行かなかった登場人物たちは皆 ｢死の訪れをまたずして,
葬られたも同然な不幸な人々｣であるとBrowningはにんまりと微笑んでいた
に違いない｡
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